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 令和3年度全国道路・街路交通情勢調査において，効率的かつ経済的な手法として導入した画

像認識型交通量観測装置（AIカメラ）を活用した初の一般交通量調査について，導入に向けた

AIカメラの精度検証及び精度向上対策の検討内容を報告する． 
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1．  はじめに 

 

(1)背景 

全国道路・街路交通情勢調査（以下センサスとする）

は，全国の道路と道路利用の実態を捉え，将来の道路整

備の方向を明らかにするため，全国の道路状況，交通量

等を調査するもので，概ね5年ごとに実施されている． 

センサスの調査項目の一つである一般交通量調査は，

従来，調査員による人手観測が主であったが，近年では

トラフィックカウンター等による機械観測の導入が進め

られており，直轄区間で見るとH22センサスでは約37％，

H27センサスでは約52％と半数を占めた（図-1）．令和3

年度のセンサスにおいては，作業効率化及びコスト削減

を図るため，調査員など人手による観測をさらに削減し，

直轄国道に配置されているCCTVカメラの画像データを人

工知能による解析機能で分析することにより交通量を観

測する画像認識型交通量観測装置（以下，AIカメラとす

る）の活用を初めて導入した． 

本稿では，九州地方整備局管内に設置されているAIカ

メラ198箇所を対象に精度検証を行い，精度が低い個所

については，要因分析及び精度向上対策を実施したうえ

で，センサスの一般交通量調査に活用するまでの検討内

容を報告する（図-2）． 

 

(2)AIカメラ 

AIカメラとは，道路管理用に設置されたCCTVカメラの

画像を基に，あらかじめ設定した画角と観測範囲内を走

行する車両をシステムで認識し，交通量を観測するもの

である． 

観測結果は5分間・1時間ごとに上下方向別・車種別

(大型・小型)に集計され，観測時刻や機材の状況等と併

せて記録される． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1  直轄区間でのセンサスの調査手法別割合（H22・H27） 

 

 
図-2  AIカメラ位置図 
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2．  AIカメラの精度検証 

 

(1) 検証方法と精度基準 

精度検証は，国総研から提示された観測条件や精度

基準に従って実施した．具体的には，混雑時（7時～9

時）及び非混雑時（9時～17時）で，それぞれ最低5分間，

対象方向の交通量が20台以上となるまでの時間でAIカメ

ラ観測結果とCCTVカメラの録画データを目視した結果を

比較した．精度基準は誤差率±10％以内とした． 

 

(2)  精度検証結果 

a) 精度検証結果 

「令和3年度全国道路・街路交通情勢調査 一般交通

量調査実施要綱 交通量調査編（R3．7）」において，

非混雑時に全車交通量で所定の精度基準を満足する箇所

は活用可能とあるため，非混雑時に着目して整理した．

その結果，上下方向とも精度が確保できたのは137箇所

（約69％）となり，61箇所（約31％）で精度が確保でき

なかった（表-1）． 

b) 問題発生の傾向分析 

精度が確保できなかった61箇所に対して，問題発生の

傾向に着目して要因を整理した結果，43箇所で「①特定

の時間帯で精度低下」「②特定の方向で精度低下」「③

AIの交通量が全体的に少ない」「④AIの交通量が全体的

に多い」といった傾向が確認された（表-2）． 

残りの18箇所では方向や時間帯で問題発生の傾向が混

在しており，一つの傾向には絞り切れなかった． 

 
表-1  精度検証結果 

 

 

 

 

 

表-2  精度低下に一定の傾向が見られた箇所と主な傾向 

3．  精度向上対策の検討 

 

(1) 想定される要因と対応方針 

問題発生の傾向から，精度低下の要因と対応方針の関

係性を整理した（図-3）． 

傾向として最も多かったのは「①特定の時間帯で精度

低下」で，43箇所のうち20箇所と約半数を占める．観測

時にテレワークやWEB会議が積極的に実施されていたこ

と，また梅雨時期であったため，河川など防災関連のシ

ステムを広く運用していたことなどが重なり，整備局管

内のサーバーに負荷がかかり，全てのデータを転送しき

れなかったことが要因であったと想定された．このため，

サーバーの容量確保や競合する他システムの利用見直し

を検討することとした． 

次いで多かったのが「②特定の方向で精度低下」で，

19箇所と約半数を占める．AIカメラの観測範囲を個別に

確認した結果，設定範囲が道路の枠外になっている箇所

や交差点部を観測範囲としている箇所が見られたことか

ら，観測範囲の設定が不適切で，観測条件を満たすこと

が難しい状況になっていた．対策としては，適切な観測

範囲の設定とプリセット位置の管理・維持体制への周知

徹底が有効であると考えた． 

「③AIの交通量が全体に少ない」傾向となったのは3

箇所で，交通量が多く，大型車の通行も多いことから後

続の小型車両が重なって認識されていないことが要因で

あると想定された．対策としては，機材設置箇所の変更

や画角の再検討が有効であると考えた． 

「④AIの交通量が全体的に多い」傾向となったのは1

箇所で，自動車以外の交通（二輪車など）を自動車と誤

認あるいは観測範囲の誤設定で対象外とすべき車両を観

測していることが想定された．対策としては，システム

の確認及び観測範囲の設定見直しが有効であると考えた． 

その他，精度低下要因の傾向が見られなかった18箇所

は，これらの要因が複合的に影響しているものと想定さ

れた． 

図-3  問題発生の傾向と想定される要因・対策方針 

【箇所数】 単位：箇所
上り 下り 両⽅向

誤差10％以下 150 151 137
いずれかで誤差10％超過 45 47 61

精度無し 45 47 31
上下で精度が異なる 30

観測無し（⽚側のみ観測） 3
合計 198 198 198

路線名

混雑時 ⾮混雑時 混雑時 ⾮混雑時
国道２０９号 09811560 148% 125% 122% 118% 全体的にAIが多い

国道３号ＢＰ（⼀般道） 09810180 110% 94% 0% 0% 特定⽅向（下り）が観測不能
国道３号ＢＰ（⼀般道） 09810060 24% 20% 58% 53% 全体的にAIが少ない

有明海沿岸道路 09811510 100% 81% 99% 80% 特定時間帯（⾮混雑時）で精度低下
有明海沿岸道路 09811520 98% 0% 98% 0% 特定時間帯（⾮混雑時）が観測不能

国道３号 09810140 100% 180% 100% 51% 特定時間帯（⾮混雑時）で精度低下
国道３号 09810030 72% 101% 21% 97% 特定時間帯（混雑時）で精度低下
国道３号 09810120 100% 68% 100% 67% 特定時間帯（⾮混雑時）で精度低下
国道３号 09810200 0% 0% 108% 217% 特定⽅向（上り）が観測不能
国道３４号 09810790 95% 6% 99% 50% 特定時間帯（⾮混雑時）で精度低下
国道３５号 09810930 58% 94% 174% 96% 特定時間帯（混雑時）で精度低下
国道３５号 09810920 100% 63% 100% 59% 特定時間帯（⾮混雑時）で精度低下
国道３４号 09810770 98% 41% 100% 22% 特定時間帯（⾮混雑時）で精度低下
国道３５号 09810910 98% 35% 100% 32% 特定時間帯（⾮混雑時）で精度低下
国道２０２号 09811300 78% 74% 100% 102% 特定⽅向（上り）で精度低下
国道２０２号 09811280 88% 71% 100% 100% 特定⽅向（上り）で精度低下
国道３４号 09810820 104% 17% 103% 22% 特定時間帯（⾮混雑時）で精度低下
国道３４号 09810810 101% 38% 101% 33% 特定時間帯（⾮混雑時）で精度低下
国道５７号 09811070 99% 100% 61% 85% 特定⽅向（下り）で精度低下
国道３４号 09810860 99% 100% 85% 86% 特定⽅向（下り）で精度低下
国道２０５号 09811390 97% 104% 8% 24% 特定⽅向（下り）で精度低下
国道３４号 09810740 121% 102% 111% 93% 特定時間帯（混雑時）で精度低下
国道３４号 09810780 101% 25% 113% 12% 特定時間帯（⾮混雑時）で精度低下

国道３号ＢＰ（⼀般道） 09810170 102% 103% 85% 80% 特定⽅向（下り）で精度低下
国道２１０号 09811730 77% 97% 125% 97% 特定時間帯（混雑時）で精度低下
国道１０号 09810380 63% 65% 127% 131% ⽅向で同じ傾向の精度低下
国道１０号 09810430 72% 83% 101% 98% 特定⽅向（上り）で精度低下
国道２１０号 09811760 102% 89% 108% 152% 特定時間帯（⾮混雑時）で精度低下
国道２１０号 09811680 113% 116% 103% 100% 特定⽅向（上り）で精度低下
国道５７号 09810960 75% 78% 110% 100% 特定⽅向（上り）で精度低下
国道１０号 09810680 121% 100% 5% 100% 特定時間帯（混雑時）で精度低下
国道１０号 09810700 87% 89% 102% 102% 特定⽅向（上り）で精度低下
国道２２０号 09811790 97% 69% 100% 57% 特定時間帯（⾮混雑時）で精度低下
国道５７号 09811010 30% 58% 48% 47% 全体的にAIが少ない
国道３号 09810240 173% 129% 24% 29% ⽅向で同じ傾向の精度低下

国道２２５号 09811930 100% 40% 97% 40% 特定時間帯（⾮混雑時）で精度低下
国道２２５号 09811900 100% 120% 100% 83% 特定時間帯（⾮混雑時）で精度低下

国道２２０号ＢＰ（⼀般道） 09811840 100% 60% 100% 138% 特定時間帯（⾮混雑時）で精度低下
中九州道路 09810980 25% 24% 145% 179% ⽅向で同じ傾向の精度低下
国道３号 09810260 90% 12% 102% 10% 特定時間帯（⾮混雑時）で精度低下
国道１０号 09810500 67% 57% 86% 75% 全体的にAIが少ない
国道５７号 09810940 100% 100% 110% 83% 特定⽅向（下り）で精度低下
国道３号 09810220 71% 88% 107% 106% 特定⽅向（上り）で精度低下

傾向
常時観測
点コード

上り
（AI/⽬視）

下り
（AI/⽬視） 問題発生の傾向 

②特定の方向 
で精度低下 

①特定の時間帯
で精度低下 

③AIの交通量が

全体的に少ない 

④AIの交通量

が全体的に多い 

②特定の⽅向
で精度低下

①特定の時間帯
で精度低下

③AIの交通量が
全体的に少ない

問題発⽣の傾向 想定される要因と対策⽅針

【要因】AI観測対象範囲の設定に不具合
（路線設定、対象範囲の指定誤り）

【対策⽅針】対象範囲設定の精査

【要因】管理サーバーへの負荷集中による
画像処理能⼒の低下

【対策⽅針】サーバーの容量確保
競合する他システムの利⽤制限

④AIの交通量が
全体的に多い

【要因】⾃動⾞以外の交通を誤認識
（⼆輪⾞、歩⾏者、⾃転⾞など）

【対策⽅針】判定システムの精査

【要因】⼤型⾞が多く、後続⾞が確認困難
【対策⽅針】機材設置箇所、画⾓の再検討

【要因】機材⽼朽化に伴う機械トラブル等
【対策⽅針】機材点検、交換等



(2) 精度向上対策 

前述の精度向上への対策方針を基に，AIカメラのシス

テムを管理する情報通信技術課と協議のうえ，対策を行

った． 

まず，サーバーへの負荷状況の見直しを行った．本調

査を行う9月時点で不要となる他のシステムを確認・稼

働させないよう事務所へ連絡するとともに，サーバーの

容量拡大を行った． 

また，サーバーへの負荷軽減を図るためAIカメラの画

質を低下させていたが，システムが車両を認識すること

が困難な状態まで画質が下がっていたことが判明したた

め，サーバーの稼働に影響がない範囲で可能な限り画質

の改善を行った． 

次に，カメラの画角と観測範囲の設定見直しを進める

にあたって，AIカメラの観測条件を確認した．AIカメラ

が車両を認識する条件として，「設定した観測範囲内に

車両が2秒以上存在し，かつ観測範囲内のセンターライ

ンを跨ぐ」ことが求められる．この条件を満足すること

を前提に問題箇所に着目すると，特に交差点部にカメラ

が向いている箇所については，観測範囲が限定的に設定

されており条件を満たしにくい状況であることが判明し

た．そこで，観測範囲を広く確保し，適切に観測ができ

るようにカメラの画角を単路部に向けるなどの調整を行

った（図-4）． 

その他，AIカメラが適切に交通量を認識するためのプ

リセット位置を本局であらかじめ登録していたものの，

災害時等に事務所側がカメラの画角を変更したままで所

定の位置に戻しておらず，画角と観測範囲が不適切な状

況が確認された．このため，AIカメラの観測に適した画

角と観測範囲のプリセット位置を設定するとともに，各

事務所に対して，画角は基本的に所定の位置にすること，

動かした際は必ず所定の位置に戻すこと等の連絡を行っ

た（図-5）． 

 

(3) 効果検証 

前述の対策を実施したうえで，61箇所を対象に改めて

精度検証を実施した．精度基準は2章と同様に誤差率±

10％以内とし，非混雑時の観測結果を対象に検証を行っ

た． 

61箇所中で精度が確保できたのは57箇所となり，4箇

所で精度が確保できない結果となった（表-3）． 

当初より精度が確保できていた137箇所に加え，精度

向上対策により精度確保ができた57箇所（合計194箇

所：約98％）は，AIカメラによる観測結果を一般交通量

調査に活用することとした． 

精度が確保できなかった4箇所については， CCTVカメ

ラの録画データを基にしたビデオ観測を行った． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4  対策案：観測範囲の見直し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5  対策案：カメラの画角の見直し 

 
表-3  精度検証結果（問題箇所-非混雑時のみ） 

 

 

 

 

 

【箇所数】 単位：箇所
上り 下り 両⽅向

上下とも誤差10％以下 60 57 57
いずれかで誤差10％超過 1 4 4

⾮混雑時のみ精度あり - - -
精度無し 1 4 1
上下で精度が異なる 3

観測無し（⽚側のみ観測） 0
合計 61 61 61

観測範囲 

観測範囲を広く取ることで， 

適切な観測を実現  

【見直し後】 

単路部を観測 

範囲として設定 

【見直し前】 

交差点内を観測 

範囲として設定 

観測範囲が狭く， 

適切に観測されない  

観測範囲  

交差点部

単路部

カメラの向き 

を変更 

観測範囲

プリセットが所定から変更されていた

観測範囲

所定のプリセット（基本画角）



4．  一般交通量調査への活用 

 

(1) AIカメラの活用方針の整理 

AIカメラの観測結果を活用するにあたり，「令和3年

度全国道路・街路交通情勢調査 一般交通量調査実施要

綱 交通量調査編（R3．7）」に，片方向だけでも所定

の精度（誤差率±10％以内）を満たしていれば一般交通

量調査への活用が認められることになっているため，

“箇所”ではなく“方向”に着目してAI観測結果の活用

方針を整理した． 

AIカメラの結果を活用するのは386方向，AIカメラで

精度が確保できないためビデオ観測の実施が5方向，AI

カメラが片方向しか観測していないために非観測方向の

交通量を推定するものが3方向，実測したものが2方向と

なった（表-4）． 

 

(2) 一般交通量調査への活用 

a) 両方向でAI観測をした場合の活用方法 

AIカメラの交通量を一般交通量調査へ反映させるため

の補正を行い，時間帯別・車種別の交通量を設定した． 

具体的には以下の手順で補正を行った．まず，検証に

より精度が確保できた時間帯（混雑時・非混雑時）を整

理して，観測方向ごとに分類した（①精度ケースの設

定）．次に，令和3年9月の AI観測結果の中で，各事務

所からプリセット位置の変更や機材トラブル等の報告を

受けた日，天候不良日等を異常日として設定し，それら

の結果を異常値として除外した（②異常日の設定）．さ

らに， AIカメラ観測箇所に近接する常時観測点やH27セ

ンサスの観測地点を選定し，各調査結果から時間帯別・

車種別の交通量比率を設定した．AI観測結果に時間帯

別・車種別の交通量比率、精度検証結果を基に算出した

補正係数（目視交通量÷AI交通量）を乗じて一般交通量

調査用の交通量を設定した（③交通量の設定）． 

なお，近接区間は，交通の流動が大きく変割らない区

間を選定することとした． 

ここで，交通量設定については，国総研から配布され

た「画像認識型交通量観測装置（AIカメラ）観測値補正

ツール」を活用し，前述の条件を調査区間ごとに整理し

たうえで実施した（図-6）． 

b) 片方向でのみAI観測をした場合の活用方法 

AIカメラが片方向しか観測していないため，非観測方

向の交通量を推定する必要があった3方向については，

「令和3年度一般交通量調査結果とりまとめに向けた作

業について（R3．11）」に示されている「観測レベルが

異なる区間の交通量推定に関する補正方法」に準じて，

観測方向の交通量を基に設定した．具体的には， AI観

測結果を基に設定した交通量（観測した方向）に，当該

区間のH27センサスの調査結果から，12時間交通量の上

下方向比率を乗じて非観測方向の12時間交通量を推定し

た．時間帯別・車種別交通量の設定については，推定し

た12時間交通量に同区間の時間帯別・車種別交通量調査

結果から比率を設定して算出した．（図-7） 

 
表-4  精度検証結果（問題箇所-非混雑時のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6  交通量設定の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7  非観測方向における交通量設定の考え方 

箇所数 ⽅向数 割合

AI結果を活⽤ 196 386 97.5%
混雑・⾮混雑ともAI結果を活⽤ 175 318 80.3%
⾮混雑時のAI結果を基に混雑時交通量を設定 49 68 17.2%

ビデオ観測を実施 4 5 1.3%

AI結果より⾮観測⽅向の交通量を補正 3 3 0.8%

実測結果を活⽤ 1 2 0.5%
合計 204 396 100.0%

※箇所数は重複があるため198箇所を上回る

AIカメラ活用箇所
【196箇所 386方向】

精度検証結果
【混雑時・非混雑時の精度】

基準常時観測点

を活用する

①精度ケースの設定

機材エラー・天候不良日
を確認

②異常日の設定
（集計対象から除外）

基準常時観測点

を活用しない
活用する常時
観測点を設定

補正係数を設定

H27センサス調
査結果より、時
間帯別車種別交
通量を整理

補正係数を設定

画像認識型交通量観測装置
（AIカメラ）観測値
補正ツールを活用

一般交通量調査結果

③交通量の設定



5． 最後に 

 

今回の調査において，車線別に誤差率をみると2車線

区間の約半数の方向で誤差が無い結果となっているのに

対し，4車線以上の区間では3分の2以上で誤差が発生し

ている（図-8）．これは，交通量が多いことで車両の重

複等の発生頻度が高まり，AIカメラが車両を認識しづら

い傾向になっているためと考えられる．このため，カメ

ラの画角や設置高度の検討，使用するカメラを変更する

など，車両同士の重複による観測漏れを改善する対応が

必要である． 

また、AIカメラによる観測は，低照度下では観測が難

しいという状況があるため，季節によって観測の時間帯

が変動することが懸念される．一定の照度が確保できる

箇所を選択するという方法も考えられるが，夕方や夜間

の観測を補正できるよう，あらかじめ近隣の常時観測点

等の観測箇所を把握しておくことが望ましい． 

今回設定したAIカメラの観測範囲は所定のプリセット

位置で観測することが前提となっているため，事務所判

断でプリセット位置を変える場合や，カメラの交換等を

行う場合は，関係部署と情報共有を図り，適切な画角が

設定されている状態を維持していく必要がある． 

今後，効率的かつ経済的な手法としてAIカメラを用い

た交通量観測が増えていくことが想定されるため，引き

続きAIカメラの精度向上に向けた検討を行っていくこと

としている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-8  車線別誤差率の比較 

2 車線区間 4 車線以上区間 

誤差なし
45％

誤差率
±5％以内
39％

誤差率
±5〜10％以内

16％
誤差なし
27％

誤差率
±5％以内
51％

誤差率
±5〜10％以内

23％


